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厚生行政経験を通じて培われる

プロフェッショナルとしての資質

WHOは、Clientである各国政府に対して「価値ある貢献」を積

み重ね、政府と信頼を築いてはじめて人々に役に立つことが

できます。私たちのできる「価値ある貢献」とは、各国の保健

衛生の改善に資する何らかの「変化を生じさせる」ことです。

WHOのスタッフは、変化を起こすChange Agentなのです。

WHOで良きChange Agentになるための経験は、意外かもし

れませんが国内での「厚生労働省での行政経験」にあると私

は考えます。私たちの仕事は、各国の政府を通じた行政制度

の改善で初めて実現されるものばかりです。特に経済発展

目覚しい西太平洋地域では、単純な技術的助言はもはや役

には立ちません。多様化する人々のニーズに応え、中長期的

な視点に立った政策立案や法律改正、意思決定への支援こ

そが、いま求められています。文化習慣、社会や政治制度な

どを理解した上で、課題を整理し先進国の事例も参考にし

ながらエビデンスに基づく対策を提示する。これはまさに

日本の行政機関が普段から行っていることそのものです。

私は、幸いなことに厚生省時代に、新型インフルエンザ対策

計画立案、感染症法の改正、インフルエンザ予防接種の再開

や予防接種副反応への緊急対応に携わることができまし

た。これらを通じて培った姿勢は今もWHOで、私の大切な礎

となっています。

グローバルヘルスのプロフェッショナルとしての

医系技官

他方、国内行政に携わるプロフェッショナルにも国際的な

視点が必要です。世界は想像以上に繋がっています。人々

の健康を守るため、国境を越えて広がる新興感染症対策に

国際連携が必要なことは明らかですが、医薬品行政や生活

習慣病対策といった一見国内行政で完結しそうな分野で

も各国の連携と協調が必要になってきています。実際、私

がベトナム代表をしていた際には、政府から医療機器の承

認などアセアン域内でのハーモナイゼーションに関する

相談が保健省幹部から幾度となくありました。今後ますま

す、多くの分野でグローバルヘルスのプラットフォームが

立ち上がると思います。日本の拠って立つところを公言し

責任を持つとともに、異なる文化や価値観に心を開き交渉

を通じて信頼関係を築けるような人材が国内行政でも必

要です。医系技官として国で働くということは、そのよう

な人材に育つチャンスでもあります。

皆さんが真の意味でGlobal Healthに通用するプロフェッ

ショナルとして国内外で活躍される日を楽しみにしてい

ます。

昨年度のパンフレットでは、「伝説の医系技官」として、長与

専斎と後藤新平をご紹介しました。皆様から大きな反響をい

ただいたこともあり、今回は、さらに掘り下げて、日本の医療

や医系技官の「原点」ともいうべき人物とそのエピソードに

ついて、ご紹介できればと思います。

さて、西洋医学発祥の地といわれる長崎から探訪ははじまり

ます。医系技官でもある中山鋼教授（写真）は、その原点であ

る長崎大学医学部に教授として出向しています。はじめに、

この写真にも写っている幕末に来日したオランダ人医師の

ポンペの言葉を紹介します。

「医師は自らの天職をよく承知していなければならぬ。ひと

たびこの職務を選んだ以上、もはや医師は自分自身のもの

ではなく、病める人

のものである。もし

それを好まぬなら、

他の職業を選ぶが

良い。」

これがまさに、ポン

ペが伝えた西洋医

学の真髄でした。

1857年11月12日（安政4年9月26日）、ポンぺは、幕府が作っ

た医学伝習所において日本初の系統だった西洋医学を教え

ることになりました。この日こそ、我が国における近代西洋

医学教育が開始された日であり、現在長崎大学医学部の開学

記念日になっています。

ポンペの下では、「衛生」という言葉を造った長与専斎らが学

び、彼らは我が国における近代西洋医学・公衆衛生学の発展

に大きな役割を果たすこ

とになります。ポンぺは、

ひとりで基礎医学から臨

床医学までを体系的に講

義を行うとともに、我が国

初の西洋式の病院で、患者

の身分にかかわらず診療

を行いました。冒頭の言葉

にもあったとおり、ポンぺ

は、「医学」の知識だけでは

なく、医師としての覚悟を

も我が国へ伝えたと言っ

て良いでしょう。

続いてご紹介する佐賀藩出身の医師相良知安は、明治初期に

我が国へのドイツ医学の導入に尽力し、医学制度の創設に貢

献していますが、同時に医系技官の原点というべき人物であ

ることは意外と知られていません。知安は、1861年に佐倉順

天堂塾に入門しオランダ医学を学び、1863年には長崎養成

所（後の「精得館」、長崎大学医学部の前身）に進み、ポンぺの

後任として来日したオランダ人医師ボードインより医学を

学びました。

1869年には、明治新政府より「医学校取調御用掛」として医

学制度改革を命じられ、大学東校（東京大学医学部の前身）の

改革にあたり、1873年には、初代文部省医務局長に就任しま

した。この当時、ドイツ医学が世界で最も優れていたことか

ら、ドイツ医学導入に奔走しました。

江戸時代以前の日本では、体系的な医学教育が行われること

なく、伝統医学・蘭学に基づく師弟制度により、その技術が伝

達されていました。当時の日本においては、体系的な医学を

学んだ「医師」が全国にいないこと、これが医療における最優

先の問題でした。その後「医務局」は、医学教育分野を文部省

に残し、明治8年（1875年）に創設された内務省衛生局に引き

継がれることになります。ちなみにその内務省衛生局初代

局長が長与専斎で、そ

の 後 継 が 後 藤 新 平 で

す 。そ し て 昭 和 1 3 年

（1938年）、内務省衛生

局、同社会局が前身と

なって厚生省が誕生し

ます。こうして、医師で

あり行政官である医系

技官の系譜と、相良知

安の築いた、ドイツ医

学の導入から始まった

我が国の医療制度は、

今も脈々と息づいてい

るのです。
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この冊子を手に取る皆さんは、公衆衛生に何らかの関心をお持ちのことでしょう。中には、国際保健あるいは世界保健機関

（WHO）をキャリアに考えている方もいるかもしれません。まさに、20数年前の私がそうでした。そして、私は現在、厚生労働省

を経て、WHO西太平洋地域事務局次長として、37の国と地域に住む人々の健康を守る仕事に就いています。厚生労働省の経験

と仕事を通じて知遇を得た方々のご指導なくして、私がWHOのキャリアを辿ることはなかったし、各ポストで期待に応える

こともできなかったと思います。
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1995年9月　ロンドン大学衛生熱帯医学院

1997年4月　厚生省保健医療局結核感染症課国際感染症専門官

2000年7月　世界保健機関西太平洋地域事務局感染症対策医官

2003年4月　厚生労働省大臣官房国際課課長補佐

2004年7月　宮崎県福祉保健部次長

2006年4月　世界保健機関西太平洋地域事務局感染症対策課長

2011年1月　世界保健機関西太平洋地域事務局健康危機管理部長
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2014年7月　現職

世界保健機関  西太平洋地域事務局
事業統括部長

ヨハネス・レイディウス・カタリヌス・

ポンペ・ファン・メールデルフォールト

Johannes Lijdius Catharinus Pompe 
van Meerdervoort, 1829年－1908年

（長崎大学附属図書館所蔵）

中山鋼教授
（長崎大学医学部にて　ポンペのレリーフとともに）
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